
本
会
元
理
事
長　

紀
平
英
作
先
生
を
偲
ぶ

　

本
会
元
理
事
長
の
紀
平
英
作
先
生
は
、
二
〇
二
五
年
二
月
四
日
、
享
年
七

八
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

　

先
生
は
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
二
日
、
東
京
都
杉
並
区
馬
橋
（
現
、
同
区

梅
里
）
に
、
紀
平
健
次
郎
・
ハ
ル
子
ご
夫
妻
の
長
男
と
し
て
生
を
享
け
ら
れ

た
。
六
五
年
三
月
に
桐
朋
高
等
学
校
を
ご
卒
業
、
同
年
京
都
大
学
文
学
部
に

入
学
さ
れ
た
。
六
七
年
に
、
創
設
ま
も
な
い
史
学
科
現
代
史
学
専
攻
に
進
ま

れ
、
今
津
晃
教
授
、
松
尾
尊
兊
助
教
授
の
下
で
、
研
鑚
を
積
ま
れ
た
。
六
九

年
、
同
専
攻
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

西
洋
史
学
（
現
代
史
学
）
専
攻
に
入
学
、
七
二
年
に
同
博
士
課
程
に
進
学
さ

れ
た
。
七
二
年
八
月
か
ら
七
六
年
三
月
ま
で
京
都
大
学
文
学
部
助
手
を
務
め

ら
れ
た
後
、
七
六
年
四
月
に
南
山
大
学
外
国
語
学
部
英
米
科
専
任
講
師
に
ご

転
出
、
八
一
年
四
月
に
同
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
七
六
年
度
か

ら
八
一
年
度
に
は
、
京
都
大
学
教
養
部
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
西
洋
史
学
Ⅱ

の
授
業
を
担
当
さ
れ
た
。

　

一
九
八
三
年
四
月
、
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
（
現
代
史
学
）
助
教
授
に

ご
着
任
、
九
三
年
三
月
に
京
都
大
学
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、

同
年
四
月
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
先
生
が
教
授
を
務
め
ら
れ
た
の
は
、
ち

ょ
う
ど
大
学
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
、
京
都
大
学
文
学
部
も
変
革
を
迫
ら
れ

て
い
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。
先
生
は
大
学
院
重
点
化
を
要
諦
と
す
る
学
部
改

組
に
も
奔
走
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
四
月
よ
り
京
都
大
学
評
議
員
、
同
一
二
月

よ
り
〇
四
年
三
月
ま
で
文
学
研
究
科
長
・
文
学
部
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

学
内
行
政
で
も
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。
ま
た
、
〇
二
年
一
〇
月
か
ら
〇
七
年

三
月
に
は
、
文
学
研
究
科
が
文
部
科
学
省
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠

点
形
成
」
拠
点
代
表
を
務
め
ら
れ
た
。
一
〇
年
三
月
に
京
都
大
学
を
定
年
退

職
さ
れ
た
後
は
、
一
七
年
三
月
ま
で
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
と
し
て

教
鞭
を
と
ら
れ
た
。

　

多
く
の
学
会
で
活
躍
さ
れ
た
先
生
は
、
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
代
表
幹

事
、
ア
メ
リ
カ
学
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
当
会
で
は
二
〇
〇
四
～
〇
六
年
に

理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
。
先
生
が
理
事
長
の
時
代
、
当
会
は
、
統
一
テ
ー
マ

の
下
に
様
々
な
分
野
の
専
門
家
が
研
究
報
告
を
行
う
例
会
を
春
に
開
催
し
、

例
会
の
内
容
を
拡
張
す
る
形
で
翌
年
度
に
『
史
林
』
特
集
号
を
刊
行
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
当
会
は
過
去
に
も
例
会
と
い
う
名
の
会
合
を
開
催
し
て
い
た

と
い
う
か
ら
、
先
生
は
例
会
を
「
復
活
」
さ
せ
た
と
い
う
の
が
正
確
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
日
の
よ
う
な
形
の
例
会
と
『
史
林
』
特
集
号
の
創
始
者
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は
、
や
は
り
先
生
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

先
生
の
主
た
る
研
究
分
野
は
ア
メ
リ
カ
史
で
あ
っ
た
。
博
士
論
文
を
も
と

に
し
た
『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
治
秩
序
の
形
成
過
程
の
研
究
─
─
二
〇
世
紀

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
治
社
会
史
研
究
序
説
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一

九
九
三
年
）
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の
下
で
展
開
し

た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
改
革
が
全
国
産
業
復
興
法
を
軸
と
す
る
体
制
か
ら
社
会

保
障
法
と
全
国
労
働
関
係
法
を
軸
と
す
る
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
を
、

改
革
を
主
導
し
た
「
リ
ベ
ラ
ル
」
勢
力
の
動
向
と
そ
の
思
想
的
展
開
に
着
目

し
つ
つ
、
当
該
期
の
社
会
や
経
済
の
動
向
と
国
家
の
変
容
を
統
合
的
に
捉
え

る
視
点
か
ら
能
う
限
り
仔
細
に
描
き
出
し
た
、
当
該
研
究
分
野
の
金
字
塔
的

な
作
品
で
あ
る
。

　

経
済
・
社
会
・
思
想
の
動
向
、
政
治
勢
力
の
離
合
集
散
、
そ
し
て
国
家
の

変
容
を
、
幅
広
く
か
つ
連
続
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
先
生
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、『
世
界
歴
史
大
系　
ア
メ
リ
カ
史
』
2
（
有
賀
貞
ほ
か
編
、
山

川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、『
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
： 「
新
大
陸
」
の
近
代
と

激
動
の
現
代
』（
編
著
、
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
六
年
）、『
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
膨
張
』（
亀
井
俊
介
と
共
著
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八

年
：
二
〇
〇
八
年
に
中
公
文
庫
と
し
て
再
刊
）、『
ア
メ
リ
カ
史
』（
編
著
、

山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
：
二
〇
一
九
年
に
増
補
の
上
、
山
川
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
『
ア
メ
リ
カ
史
』
上
下
巻
と
し
て
再
刊
）
な
ど
の
概
説
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
と
独
立
革
命
か
ら
二
一
世
紀
ま
で
を
ほ
ぼ
網
羅

す
る
こ
と
に
な
る
先
生
の
概
説
は
、
ア
メ
リ
カ
史
を
学
ぶ
者
に
多
く
の
示
唆

を
与
え
続
け
て
い
る
。

　

先
生
は
ま
た
、
世
界
史
と
し
て
の
現
代
史
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
ら
れ
た
。『
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
へ
の
道
：
胎
動
す
る
戦
後
世
界
秩

序
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、『
歴
史
と
し
て
の
核
時
代
』（
山
川
出

版
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、
ア
メ
リ
カ
史
を
分
析
の
起
点
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
が
巨
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
戦
後
世
界
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
一
方
、『
歴
史
と
し
て
の
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」：
自
由
・
権
力
・

統
合
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、『
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
：
二
〇
世
紀
ア

メ
リ
カ
の
し
な
や
か
な
反
骨
者
た
ち
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
は
、

思
想
史
的
な
観
点
を
重
要
な
柱
と
し
て
、
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
史
の
展
開

を
世
界
史
の
動
向
の
中
に
捉
え
直
す
試
み
で
あ
っ
た
。

　

先
生
は
、
二
〇
二
二
年
春
に
病
を
得
ら
れ
た
。『
奴
隷
制
廃
止
の
ア
メ
リ

カ
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
）、『
始
動
す
る
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」

─
─
両
大
戦
間
期
の
ア
メ
リ
カ
と
世
界
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
二
四
年
）、

『
リ
ン
カ
ン
─
─
「
合
衆
国
市
民
」
の
創
造
者
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
二
五

年
）
は
、
闘
病
を
続
け
ら
れ
る
中
で
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
私
た
ち

が
先
生
の
病
を
知
っ
た
の
は
、
二
〇
二
四
年
一
月
に
先
生
が
関
西
ア
メ
リ
カ

史
研
究
会
に
「
関
西
ア
メ
研
の
友
人
の
方
々
に
」
と
題
さ
れ
た
一
文
を
寄
せ

ら
れ
、
そ
の
中
で
ご
自
身
の
病
状
を
明
か
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
同
会
会
員
に
向
け
ら
れ
た
告
別
の
文
章
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
最
終
段

落
は
、
幅
広
く
後
進
の
歴
史
研
究
者
へ
の
叱
咤
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
泉
下
の
先
生
が
許
さ
れ
る
と
信
じ
て
、
当
該
段
落
を
引
用
す
る
。

い
ま
世
界
は
、
自
然
環
境
を
も
含
め
て
近
代
に
入
っ
て
ほ
と
ん
ど
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
混
乱
と
変
動
の
過
程
に
あ
り
ま
す
。
戦
争
、
自
衛
の
名
を

借
り
た
あ
ま
り
の
理
不
尽
な
虐
殺
、
民
主
主
義
の
形
骸
化
、
権
力
の
横
暴
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
耐
え
難
い
ほ
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
歴
史

家
は
活
眼
を
開
い
て
変
動
過
程
を
見
届
け
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
の
だ
と
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思
い
ま
す
。
僕
も
命
あ
る
限
り
そ
れ
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
お
仕
事
が
実
り
多
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
念
じ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
闘
病
生
活
の
中
で
、
三
冊
も
の
著
作
を
書
き
上
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、

お
元
気
で
あ
っ
た
頃
と
変
わ
る
こ
と
な
く
「
活
眼
を
開
い
て
」
同
時
代
と
対

峙
し
つ
づ
け
よ
う
と
さ
れ
た
姿
に
圧
倒
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
世
界
は
先

生
が
「
耐
え
難
い
」
と
表
現
さ
れ
た
方
向
に
い
っ
そ
う
突
き
進
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
先
生
が
心
安
ら
か
に
眠
ら
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

�

（
小
野
沢　

透
）
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